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注 意 
 

１ 問題は１と２で，３ページにわたって印刷してあります。 

 

２ 検査時間は５０分で，終わりは午後０時４０分です。 

 

３ 声を出して読んではいけません。 

 

４ 答えは全て解答用紙に横書きで明確に記入し，解答用紙だけを提出しなさい。 

 

５ 答えを直すときは，きれいに消してから，新しい答えを書きなさい。 

 

６ 書き出しや改行の際には１マス空けなさい。 

 

７ 原稿用紙の使い方に従って「 」 、 。などのほか，書き出しや改行の際に 

空けたマスもそれぞれ１字と数えなさい。 

 

８ 下書きやメモはこの問題用紙の余白を利用し，解答用紙の余白には何も記 

入してはいけません。 

 

９ 検査中に印刷不鮮明，解答用紙の汚れ等に気づいた場合は，手を挙げて監 

督者に知らせなさい。 

なお，問題の内容に関する質問は一切できません。 

 

 １０ 数字，アルファベットを用いる場合は，１マスに２字までとします。 

 

 １１ 受検番号を解答用紙の決められた欄
ら ん

に記入しなさい。 
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   次の文章を読んで，下の問題に答えなさい。 

 

 

人間にとっては「生きること」と「考えること」を離すことは事実上できません。つまり，「よ

く生きる」ということは「よく考えること」，「よく考えること」は「よく生きること」で，こ

の二つは離すことができない。私はそう思うのです。 

現在，日本ではあらゆる意味で考えること，生きること，両方ともひじょうに困った状態，

マヒ状態に陥
おちい

っているのではないかという気が，私にはします。それはいろいろの点からいえ

ますけれども，私の考えでは，ことばというものが考えることと生きることとを結びつけるこ

とをやめて，すなわち正しい表現能力を失って，もう何かを表現するのは問題ではなく，こと

ば自体が一つの糸のきれたたこのようになり，一人歩きを始めて，そのことばのやりとりだけ

でもってすべての人が問題をすませてしまう。つまり，ほんとうの現実とことばとが，かみあ

っていない。生きていない，考えていない。それでいてしかも，生きているかのような，考え

ているかのような状態が出てくる。この状態は，おそらく日本だけの問題ではないでしょうが，

いまいちばん大きな日本の欠陥
けっかん

ではないかと思います。 

              

 （森有正 「生きることと考えること」 による） 

 

 

問題 ことば自体が一つの糸のきれたたこのようになり，一人歩きを始めて，そのことばのやりと

りだけでもってすべての人が問題をすませてしまう。 とあるが，具体的にはどういうこと

か。また，それを改善するには，何をすべきであるか，２００字程度であなたの考えを述べ

なさい。 
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２ 

  資料１は，世界全体の穀物の生産量や消費量の変化を示しています。資料２は，世界人口の見

通しを示しています。資料３は，世界の穀物の生産量と単位面積当たりの収量（単収）及び＊収穫
しゅうかく

面積の変化を示しています。資料４は，世界全体の＊食肉需要
じゅよう

の見通しを示しています。資料４

にあるような食肉となる家畜
か ち く

を育てるためには，穀物が必要になります。例えば，牛肉を１㎏生

産するには１１㎏，豚肉
ぶたにく

は７㎏，家きん肉（とり肉）は４㎏の穀物が必要であると言われていま

す。 

 

このような人口の変動や食生活の変化は，将来の食料供給にどのような影響を与えると考えら

れるか。４つの資料を参考に，１８０字程度で述べなさい。 

なお，解答には，次の     にあるすべての用語を必ず使用し，その用語には下線を引いて

おくこと。 

生産量，消費量，世界人口の見通し，単収，収穫面積，食肉需要の見通し 

 

〔注〕 収穫面積 穀物の取り入れができた土地の面積。 

     食肉需要 消費者が求めている食肉の量。 

 

 

 

 

 

 

 

年 １９９０年 ２０００年 ２０１０年 ２０２０年 ２０３０年 

人口 ５３．３億人 ６１．４億人 ６９．６億人 ７７．９億人 ８５．５億人 

資料：国連「World Population Prospects The 2019 Revision」より 
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資料１ 世界全体の穀物の生産量，消費量 

資料２ 世界人口の見通し 
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資料３ 世界の穀物の生産量，単収，収穫面積 

資料４ 世界全体の食肉需要の見通し 


